
旧
きゅう

約
やく

聖
せい

書
しょ

に 出
で

てくる 信
しん

仰
こう

の 人
ひと

ダビデ王
おう

　サムエル記
き

上
じょう

 第
だい

16 章
しょう

 1-13 節
せつ

から、神
かみ

様
さま

が 
イスラエルの 次

つぎ

の 王
おう

様
さま

として ダビデを 選
えら

んだ 
時
とき

の 物
もの

語
がたり

を 読
よ

んでみましょう。神
かみ

様
さま

が、年
とし

や 
見
み

かけでは なく、心
こころ

を 見
み

ておられた ことが 
書
か

かれています。（7 節
せつ

）

　若
わか

いころ、わたしは 
ずっと、父

ちち

の 羊
ひつじ

の 世
せ

話
わ

を
  していたんだよ。

　父
ちち

の 羊
ひつじ

を 世
せ

話
わ

していた 少
しょう

年
ねん

ダビデには、人
じん

生
せい

について 
考

かんが

えたり、神
かみ

様
さま

と 話
はな

したり、たてごとを ひいたりする 
時
じ

間
かん

も ありました。けれども、仕
し

事
ごと

が いつも 楽
らく

だった
わけでは ありません。やがて ダビデは、困

こん

難
なん

な 時
とき

でも 
神
かみ

様
さま

が 助
たす

けてくださる ことを 知
し

ります。羊
ひつじ

の 世
せ

話
わ

には、
野
や

生
せい

の 肉
にく

食
しょく

動
どう

物
ぶつ

から 羊
ひつじ

を 守
まも

るという 責
せき

任
にん

も ありました。
聖
せい

書
しょ

には、ダビデが どのように して 羊
ひつじ

を ライオンや 
           　                                                                                       クマから                       守

まも

ったかが　
　　　　　　                                                                                                       書

か

かれて
                                                                    います。1

1サムエル記
き

上
じょう

 
17:34-35

　神
かみ

様
さま

は、将
しょう

来
らい

 イスラエルの   
 王
おう

様
さま

として 神
かみ

様
さま

に 仕
つか

える
ことが できるように、ダビデを 
若
わか

い ころから 訓
くん

練
れん

しておられ
ました。ダビデの 神

かみ

様
さま

への 
信
しん

仰
こう

が、ダビデを 偉
い

大
だい

な 

 2 使
し

徒
と

行
ぎょう

伝
でん

13:22。サムエル記
き

上
じょう

 
13:14 には、神

かみ

様
さま

が ご自
じ

身
しん

の 「心
こころ

に 
かなった」 王

おう

様
さま

を 求
もと

めておられた 
ことが 書

か

かれています。

王
おう

様
さま

に したのです。ダビデは 
後
のち

に、「神
かみ

の み心
こころ

に かなった 
者
もの

」と 言
い

われました。2



　ダビデは 将来 イスラエルを 導くための 準備

として、最初は 小さな ことで 神様に 用いられ

て いたのです。

　ダビデは 若
わか

い ころから、将
しょう

来
らい

の イスラエルの 王
おう

様
さま

と
しての 油

あぶら

注
そそ

ぎを 受
う

けていましたが、実
じっ

際
さい

に 王
おう

様
さま

に なったのは、
何
なん

年
ねん

も 後
あと

の ことでした。その間
あいだ

、イスラエルの 王
おう

様
さま

は 
ずっと サウルでした。イスラエルの 敵

てき

である ゴリアテを 
たおした 後

あと

、ダビデは サウル王
おう

のために たてごとを ひき、
歌
うた

うように 求
もと

められる ことも ありました。3

　ダビデは 将
しょう

来
らい

 イスラエルを 導
みちび

くための 準
じゅん

備
び

として、
最
さい

初
しょ

は 小
ちい

さな ことで 神
かみ

様
さま

に 用
もち

いられて いたのです。

　ごく 小
ちい

さな 事
こと

に 忠
ちゅう

実
じつ

な 者
もの

は、大
おお

きな 
事
こと

にも 忠
ちゅう

実
じつ

である。ごく 小
ちい

さな 事
こと

に 
不
ふ

忠
ちゅう

実
じつ

な 者
もの

は 大
おお

きな 事
こと

にも 不
ふ

忠
ちゅう

実
じつ

である。
（新

しん

共
きょう

同
どう

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ルカによる 福
ふく

音
いん

書
しょ

16:10）

　主
しゅ

人
じん

は 彼
かれ

に 言
い

った、「良
よ

い 忠
ちゅう

実
じつ

な しもべよ、
よく やった。あなたは わずかな ものに 
　忠
ちゅう

実
じつ

で あったから、多
おお

くの ものを 管
かん

理
り

させ
よう。主

しゅ

人
じん

と いっしょに 喜
よろこ

んでくれ。」
（マタイによる 福

ふく

音
いん

書
しょ
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